
全大教九州 第 6回 教職員研究交流集会 分科会 テーマ詳細

 分科会 テーマ詳細   課題別分科会に一部変更がありましたが、概要が決定しました!!!

【職種別分科会】  (8／18 (金) 17:00-18:30 および 8／19 (土) 9:00-11:30)

教 員：独立行政法人化はもはや避けられないかのような思い込みの下に、状況が変化していま
す。その中で大学における教育・研究のあり方についての本質的な議論がなおざりにされているよう
に思います。各大学に見られる動きを紹介していただき、改革すべきなのは何なのかを議論できれ
ばと思います。

事務職員：事務一元化はこれまでになかったような働く環境の歪みを起こしているのではない
かと懸念されます。各大学の実状を報告する中で、共通あるいは個別の問題について組合としての
今後の取り組みについて活発な討論や具体的な対応が見い出せるようにしたいと思います。

技術職員：団塊の世代対策を含めた技術職員の昇格・昇任について現状の確認と今後の対応
について、現在進行中の各大学における技術部組織改変の動向や対応、さらには各大学の学内研
修の実施状況とその問題点などを中心に議論する予定です。

技能・用務職員：部下数条項撤廃、民間準拠の即時撤廃による昇格の達成、定員削減に伴
う付加業務の正当な評価、行(二)職員の行(一)職への振り替え、現在の行(二)の職務の正当な評価
など、昇格や待遇改善にかかわる問題についていろいろな大学での取り組みを交流し合う予定で
す。

定員外職員：国立大学の独立行政法人化を前に、校費の配分変更、事務一元化などにより定
員外職員をめぐる雇用・労働条件が厳しくなってきています。各大学の実情を報告し合い、定員外
職員の位置付けをはっきりさせ、首切りや労働条件の悪化を許さないよう更なる結束を強めたいと思
います。

農場職員：農場職員分科会は九州大・佐賀大・宮崎大・鹿児島大の 4 大学のみで開催されま
すが、今回は「昇給・昇格と研修制度の確立及び組織」をテーマに協議し、更なる結束を高めたい
と思います。

医療職員：医療現場で私たちが経験している「ヒヤリ!! ハッと!!」は医療事故につながりかねな
い状況にあります。昨年熊本大で開催した医大懇でもチーム医療の立場から討論を深めました。職
場におけるいろんな問題を出し合い、「患者さんが安心できる医療体制とは」をテーマに討論を深
めていく予定です。

【課題別分科会 A】 (8／19 (土) 12:30-15:00)  (＊印はミニ講演会形式)

独立行政法人化問題：(1)今年度に入ってからの文部省や国大協の対応の変化、(2)その
流れを受けた九州における大学間の再編・統合の動き、(3)九州の各大学で設置された独法化準備
委員会の現状などに関して情報・意見交換を行ないたいと思います。その上で、各単組が取り組ん
できた独法化反対の運動をどのように粘り強く継承・発展させるべきか議論したいと思います。

青年：先日開催された全大教全国青年交流集会が成功に終わり、九州からは 5 単組 13 名が参
加しました。この中でも話し合われましたが、自分たちの将来に不安を感じている仲間が多いようで
す。今回は九州という地元での集会なので、全国大会の延長みたいにできれば、全単組の青年層と
「青年層の未来」という具合に将来について語り合いたいと思います。

阿蘇の植物と草原 (*)：阿蘇山が世界一のカルデラ式火山だということは周知のことです
が、実は植物分布のユニークさでも世界一を誇っています。講師には内野明徳さん[熊本大理学部]
にお願いしています。雄大な阿蘇の植物と草原について学習し、その後レクバスに乗れば気分も
最高！

少年問題 (*)：「17歳問題」がマスコミでとりあげられる中、少年法の改正(改悪)という厳罰主
義に向かう動きがあります。しかし重要なのは被害者の救済であり、加害者の更正であり、犯罪を生
み出さない社会の形成です。長年少年問題に取り組んでこられた司法書士の小田秀幸さんを講師
に迎えて「おとなの問題としての少年問題」について学習しましょう。

遺伝子組み換え (*)：命の源である食事は安全であるということが大前提ではないでしょう
か？今日、遺伝子組み換えによる原料を使った食品であるか否かが判り難いうえ、安全な食品を選
ぶのが困難な状況にあります。なぜ安全性が確立していない食品を受け入れなければならないの

でしょうか? 今回は戸田 清さん[長崎大理学部]に講演をお願いし、日本子孫基金が作ったビデオ
「不安な遺伝子操作食品」を使ってバイオテクノロジー食品への応用の問題点を探る予定です。

セクハラ：大学におけるセクハラが認定され原告勝訴となる裁判が相次いでいます。しかし水面
下で公にならない事件は山ほどあるはずです。女子学生から良くない噂も耳にします。訴えていく場
がない、もし訴えても自分のプライバシーが守られるか心配だ、というのが実情です。各大学でのとり
くみ(人権問題委員会など)を報告し合いましょう。
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【課題別分科会 B】 (8／20 (日) 9:00-11:30)  (＊印はミニ講演会形式)

大学改革：大学審議会答申とその具体化のための学校教育法等改正で大学の運営体制は大
きく変わりつつあります。この分科会では、評議会・教授会の在り方、運営諮問会議の動き、予算の
配分方法、任期制の導入、学長選考方法などについて各大学の状況を交換するとともに、組合とし
てどのように対応していくのか議論を深めます。

楽しい組合作り：近年、組合活動の低下が叫ばれています。たしかに従来の「闘う」という
だけのイメージ・活動では組合を維持していくのも困難でしょう。しかし組合はこれから先もなくては
いけない存在です。果たして組合は今のままでいいのでしょうか? もっと違う歩き方もあるのではな
いでしょうか? この分科会ではどのようにすれば組合活動が元気になるのかを参加者全員で議論
し、組合活動の基盤である「語り合う」場を作りたいと考えています。

年金 (*)：「国家公務員の共済年金と再任用制度について」をテーマに前熊本県国公議長の
福永一郎さんを講師に迎えて学習会形式で開催します。近い将来定年退官を迎える方は是非御参
加下さい。

情報公開 (*)：官官接待、議員による視察旅行、無駄な公費支出など、今日情報公開が求め
られる問題は山積みです。情報公開を求める熊本市民オンブズマンの前事務局長で長年こういっ
た問題に取り組んでこられた赤木光代さんを講師に迎えて共に学び合いましょう。

医療問題 (*)：これまで多くの医療裁判に携わってこられた女性共同法律事務所弁護士の辻
本育子さんを講師に迎えて「患者の権利を守るために」(仮題) と題して講演をお願いしています。
「患者中心の医療構築を目指す」をテーマにカルテ開示など医療記録開示の確立の必要性をキー
ワードに学習する予定です。

学内環境問題：交通環境(各大学で駐車場・駐輪場についてどのような対策が現在行われ、
今後どういう取り組みが考えられているのでしょうか? また企業では、あるいは米国などの海外の大
学ではどのようなシステムが導入されているのでしょうか?)、福利厚生・文化環境(教職員のスポーツ
活動・文化活動に関する学内環境の整備はどうあるべきでしょうか? また建物外観や内部での文化
的環境はいかがでしょう?)、危険な環境(ダイオキシン等の廃棄物は安全に処理されているのでしょ
うか?)、などを取り上げる予定です。

  シンポジウムの詳細は7月下旬発行予定の『草泊まり』でお知らせします。

 レポート要請  各単組からたくさんのレポートを寄せてくださるよう期待しています。

＊印のついた分科会はミニ講演会形式で実施する予定なので、レポートは募集しません。それ以外の
分科会についてお願いします。

レポートを出していただける場合は 7 月 31 日(月)  までに提出希望の有無を
実行委員会事務局まで御連絡下さい。レポートそのものは 8 月 14 日(月)  ま
でに送付下さい。当日レポートを持ち込まれる方は 40 部のコピーをしておいて
いただくようお願いします。

 保育所  御家族連れで参加される方で、もしお子さんを保育所に預けたいという場合は早めに実
行委員会事務局まで御連絡下さい。

 夜も遊びたいあなたに

8月 18日(金) の夕食後は自由時間にあてていますが、実行委員会で
は夜のレクリエーションとして「星を見に行こう！」ツアーを企画してい
ます。白水村にある「ルナ天文台」は口径 82cm の反射望遠鏡がある
九州一の天文台です。もし曇りや雨の場合でもプラネタリウムが楽しめ
ます。

見学の料金は大人 500円、子ども300円です。送迎バスはホテル側が出してくれる
ことになっているので無料です。ただしバス1台分約 30名までの早い者勝ちです。
天文台までは約 30分かかるので、出発は 19：30になります。詳しい情報は当日に
お知らせします。
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